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地元と I ターンの人たちを繋ぐ

コーラスのハーモニー

　2014年12月に結成したコーラス団体「AMIGOS・ASAMA（ア
ミーゴスアサマ）」。「合唱を通じて良き仲間でいたいという思い
から、スペイン語で『友達』を意味する『アミーゴ』を使って
名付けました」と話す団長の永野さん。男女合わせて19人のメ
ンバーは60～80代。不思議とIターンの人が多く集ったという。
　活動はピアニストと講師を迎え、フレーズを分けてのパート
練習など本格的だが、明るい笑い声がおきる楽しい練習風景だ。
選曲も型にはまらず、ポップスから合唱曲まで幅広い。現在は7
月にエコールみよたで行う予定の演奏会に向けて練習中だ。「こ
れから地域と繋がりを持ちたい方にも知ってもらい、楽しい交
流の場にしてほしい。団員募集中なので、ぜひ練習の時に遊び
に来てほしい」とメ
ンバーの中山さんは
笑顔を見せた。
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毎週水曜日10時～12時、
中央公民館と借宿公民館で
交互に練習。3月 11日は
中央公民館（TEL0267-45-
8446）。
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　軽井沢国有林やぶ刈り実行委員会と東信森
林管理署が2月28日、協定を結んだ。同委
員会は2007年から毎年、野生動物とのばっ
たり遭遇防止、美しい景観づくりのため、東
信森林管理署の協力のもと、森林整備ボラン
ティアを実施。協定締結により両者の役割を
明らかにし連携をさらに強める。委員会が活動してきた西部小北の
国有林約26haを「松ぼっくりの森」と命名。整備を継続し、森の役
割や楽しみ方を伝えるイベントを行うために森林を活用していく。

Kやぶ刈り実行委、東信森林管理署と協定


